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今
日
の
労
働
運

動
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
ま
ち
が

い
な
く
追
い
風
と

な
っ
て
い
る
。
人

材
確
保
・
賃
金
上

昇
な
ど
、
そ
の
必

要
性
は
社
会
的
に

も
認
知
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
本
県
の
採
用

状
況
を
見
る
と
、
募
集
を
し
て

も
応
募
が
少
な
く
、
欠
員
が
恒

常
化
し
、
職
員
の
若
年
退
職
・

メ
ン
タ
ル
で
の
病
休
を
は
じ
め
、

高
齢
層
職
員
の
昇
給
抑
制
で
の

勤
務
意
欲
低
下
に
よ
り
今
後
を

見
据
え
た
転
職
等
の
事
案
が
多

発
し
て
い
る
な
ど
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
▼
こ
の
背
景

に
は
当
局
の
「
低
位
標
準
化
で

の
横
並
び
意
識
」
が
あ
る
。
つ

ま
り
は
、
国
や
他
県
が
や
っ
て

い
な
い
か
ら
で
き
な
い
▼
本
県

は
、
東
北
の
中
で
唯
一
初
任
給

格
付
が
４
号
給
低
く
、
採
用
段

階
で
の
初
任
給
格
付
を
は
じ
め

と
す
る
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ

と
採
用
後
の
職
場
状
況
（
現
在

職
員
と
し
て
勤
務
す
る
私
た
ち

の
職
場
環
境
・
処
遇
の
改
善
）

の
両
面
の
取
り
組
み
を
強
化
し

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
勧
（
国
・
他
県
と

横
並
び
）
の
み
な
ら
ず
、
県
独

自
の
改
善
措
置
（
人
勧+

α
）

を
勝
ち
取
ら
な
い
と
今
日
の
悪

循
環
は
断
ち
切
れ
な
い
▼
今
ま

さ
に
、
我
々
の
継
続
課
題
の
要

求
実
現
や
、
賃
金
の
水
準
改
善

に
向
け
総
力
を
あ
げ
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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10 
月
18 
日
、
月
例
給
・
一
時
金
の
プ
ラ
ス
改
定
、
「
社
会
と

公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
に
対
応
し
た
諸
手

当
改
定
等
を
柱
と
す
る
県
人
事
委
員
会
勧
告
が
行
わ
れ
た
。
19 

日
に
県
職
労
第
１
２
３
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
て
２
０
２
４

確
定
闘
争
方
針
を
確
立
の
う
え
、
24
日
に
は
岩
手
県
地
方
公
務

員
共
闘
会
議
が
、
25
日
に
は
県
職
労
が
確
定
闘
争
に
係
る
要
求

書
を
提
出
し
、
交
渉
に
臨
ん
だ
。

県
人
勧
の
概
要

【
月
例
給
・
一
時
金
】
月
例
給

１
０
，９
５
８
円（
３
・
11
％
）・

一
時
金
０
・
０
９
月
の
公
民
較

差
に
よ
り
、
３
年
連
続
の
引
上

げ
改
定
。
一
時
金
は
、
国
と
異

な
り
勤
勉
手
当
の
み
引
上
げ
。

【
寒
冷
地
手
当
】
24
年
度
か
ら

額
を
約
11
％
引
上
げ
。
25
年
度

か
ら
支
給
地
域
に
大
船
渡
市
を

追
加
。
宮
古
市
の
一
部
を
除
外
。

【
通
勤
手
当
】
25
年
度
か
ら
手

当
額
の
限
度
を
15
万
円
と
す
る
。

【
参
議
院
議
員
補
欠

選
挙
】

　

元
職
１
期　

立
憲

民
主
党
「
木
戸
口
英

司
」
さ
ん
は
選
挙
戦

で
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
税
制
と
社
会

保
障
制
度
を
改
革

し
、
可
処
分
所
得
を

増
や
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
訴
え
、
元
議

員
と
新
人
、
あ
わ
せ

て
５
人
の
争
い
と
な
っ
た
参
議

院
岩
手
選
挙
区
の
補
欠
選
挙
を

制
し
た
。

　

多
く
の
県
民
の
岩
手
の
こ
れ

か
ら
の
政
治
を
変
え
て
ほ
し

い
、
立
て
直
し
を
し
て
さ
ら
に

前
に
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
熱

い
思
い
に
応
え
た
結
果
で
あ

る
。

【
衆
議
院
議
員
総
選
挙
】

　

岩
手
１
区
「
階 

猛
」
さ
ん

は
着
実
に
支
持
を
広
げ
、
次
点

に
５
０
，７
８
６
票
差
を
つ
け

て
当
選
し
た
。
岩
手
１
区
は
自

民
・
立
憲
・
共
産
の
三
つ
巴
の

闘
い
と
な
っ
た
が
、
階
猛
さ
ん

は
終
始
安
定
し
た
戦

い
を
繰
り
広
げ
７
選

を
果
た
し
た
。

　

岩
手
２
区
「
中
村

起
子
」
さ
ん
は
、
県

北
と
沿
岸
の
23
市
町

村
に
わ
た
る
本
州
で

最
も
広
い
選
挙
区
で

相
手
候
補
者
の
自
民

党
の
前
職
と
の
ベ
テ

ラ
ン
と
新
人
の
一
騎

討
ち
を
繰
り
広
げ
た

が
、
結
果
的
に
は
、
当
選
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

岩
手
３
区
「
小
沢
一
郎
」
さ

ん
は
、
３
度
目
の
政
権
交
代
の

実
現
を
訴
え
、
相
手
候
補
者
に

　

岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会

議
は
10
月
24
日
、
知
事
あ
て
要

求
書
（
教
育
委
員
会
等
、
知
事

部
局
以
外
を
含
む
共
通
課
題
に

係
る
も
の
）
を
提
出
の
う
え
、
人

事
課
総
括
課
長
交
渉
を
行
っ
た
。

　

県
職
労
は
10
月
25
日
、
独
自

要
求
書
（
自
治
労
岩
手
県
本
部

統
一
要
求
書
）
及
び
５
〜
６
月

の
豚
熱
対
応
で
明
ら
か
と
な
っ

た
危
機
事
案
対
応
の
要
改
善
事

項
を
記
し
た
「
家
畜
伝
染
病
等

の
危
機
事
案
発
生
時
に
お
け
る

対
応
に
係
る
要
請
書
」
を
提
出

新
幹
線
、
高
速
道
路
利
用
の
場

合
の
「
通
勤
時
間
30
分
以
上
短

縮
」
要
件
を
廃
止
。

【
扶
養
手
当
】
25
、
26
年
度
の

２
段
階
で
配
偶
者
の
手
当
廃
止
、

子
の
手
当
増
額
。

第
１
２
３
回
中
央
委
員
会

　

10
月
19
日
、
県
職
労
は
岩
手

県
高
校
教
育
会
館
に
お
い
て
第

１
２
３
回
中
央
委
員
会
を
開
催

し
、
２
０
２
４
確
定
闘
争
方
針

を
中
心
と
す
る
当
面
の
闘
争
方

針
を
確
立
し
た
。

　

冒
頭
、
小
田
嶋
智
昭
中
央
執

行
委
員
長
は
県
人
勧
に
つ
い
て

「
子
等
の
看
護
休
暇
の
改
善
も

な
く
、
全
国
最
低
水
準
の
初
任

給
格
付
は
検
討
す
ら
さ
れ
ず
、

県
内
で
過
半
数
の
企
業
が
支
給

す
る
配
偶
者
扶
養
手
当
を
国
同

様
廃
止
す
る
等
、
本
県
の
独
自

性
に
欠
け
、
他
県
に
も
民
間
に

も
準
拠
し
な
い
残
念
な
勧
告
。

確
定
課
題
は
山
積
し
て
い
る
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
来
賓

と
し
て
、
及
川
隆
浩
自
治
労
県

本
部
執
行
委
員
長
及
び
県
職
労

組
織
内
の
野
中
靖
志
盛
岡
市
議

会
議
員
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
部
か
ら
24
確
定

闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
当
面
の

闘
争
方
針
を
提
起
し
、
８
人
の

中
央
委
員
か
ら
発
言
を
受
け
た
。

【
主
な
発
言
】

○
現
業
職
員
の
正
規
で
の
配
置

が
必
要
。
人
員
確
保
を
最
優
先

課
題
と
し
、
秋
の
現
業
統
一
闘

争
の
取
り
組
み
に
一
人
で
も
多

く
の
参
加
を
要
請
し
た
い
。

○
若
年
層
の
現
業
職
員
に
対
し
、

青
年
婦
人
部
へ
の
参
加
に
向
け

た
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

○
他
所
属
へ
の
業
務
支
援
の
た

め
、
年
度
途
中
に
特
に
も
若
い

職
員
が
事
実
上
異
動
す
る
こ
と

が
あ
る
。
人
員
が
足
り
な
い
中
、

異
動
の
都
度
、
職
場
の
体
制
変
更

が
生
じ
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。

○
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
、

21
時
30
分
を
超
え
て
業
務
せ
ざ

る
を
得
な
い
職
員
が
い
る
中
、

使
い
づ
ら
い
仕
組
み
で
あ
り
、

庶
務
担
当
も
苦
労
し
て
い
る
。

無
理
な
い
人
員
体
制
が
必
要
。

○
民
間
大
手
企
業
で
、
育
児
休

業
中
の
従
業
員
の
業
務
を
フ
ォ

ロ
ー
し
た
実
績
に
応
じ
た
ポ
イ

ン
ト
制
を
導
入
し
、
気
兼
ね
な

く
休
め
る
体
制
を
構
築
し
て
い

る
例
が
あ
る
。
県
で
も
具
体
的

な
案
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

○
青
年
婦
人
部
で
は
、
11
月
23

日
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催

す
る
。
未
加
入
者
に
も
参
加
を

呼
び
掛
け
る
。
協
力
を
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
が
産
前

産
後
休
暇
を
取
得
す
る
期
間
、

県人勧受け 突入
10.19 中央委員会で 24 確定闘争方針確立

フ
レ
ッ
ク
ス
全
職
員
拡
大
提
案

▲交渉に臨む地公共闘交渉団（右）

代
替
職
員
を
雇
用
す
る
予
算
が

な
く
、
２
か
月
ほ
ど
空
白
期
間

が
生
じ
る
。
ま
た
、
育
児
休
業

が
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
場
合
、

雇
止
め
の
不
安
が
あ
る
。
共
済

か
ら
の
育
児
休
業
給
付
金
に
も

影
響
す
る
。

○
胆
江
支
部
の
独
自
要
求
で
、

全
公
舎
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

超
過
勤
務
手
当
不
払
い
解
消
、

庁
舎
修
繕
等
を
要
求
し
た
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用

枠
廃
止
・
削
減
の
懸
念
が
あ
る
。

要
求
を
強
め
て
ほ
し
い
。

○
気
象
警
報
対
応
時
の
所
属
公

所
へ
の
移
動
は
勤
務
時
間
に
含

む
の
か
、
出
張
な
の
か
通
勤
な

の
か
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
改

善
が
必
要
。

○
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
た
職
員
が

い
て
も
カ
バ
ー
で
き
る
職
場
体

制
が
必
要
。

選
挙
区
で
初
め
て
の
敗
北
を
喫

し
た
前
回
衆
院
選
の
雪
辱
を
果

た
し
、
３
１
，０
１
７
票
差
で

全
国
最
多
の
19
選
を
果
た
し

た
。

【2024参院岩手選挙区補欠選挙結果】
　 当選　木戸口英司（61）　334,914票
【2024衆議院議員総選挙結果】
【岩手1区】
　 当選　階　　猛（58）　　　94,409票
【岩手2区】
　 次点　中村　起子（59）　　70,716票
【岩手3区】
　 当選　小沢　一郎（82）　115,364票

　
　
参
院
補
選
・
衆
議
院
選

県
職
労
推
薦
候
補
者
の
結
果

確定闘争

し
、
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を

行
っ
た
。

　

今
回
交
渉
で
、
知
事
部
局
の

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
対
象

者
を
２
０
２
５
年
度
か
ら
全
職

員
に
拡
充
（
公
務
都
合
上
の
勤

務
時
間
割
振
が
あ
る
所
属
を
除

く
）
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
現

状
で
も
多
く
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
県
職
労
は
拙
速
を
避
け
た

慎
重
な
検
討
を
求
め
て
い
く
。

　

交
渉
概
要
に
つ
い
い
て
は
、

10
月
28
日
発
行
の
赤
枠
号
外
を

参
照
願
い
た
い
。

地
公
10
・
24
　
県
職
労
10
・
25

　
　
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
実
施



年
収
減
に
な
ら
な
い
よ
う
に
求

め
て
い
く
。

【
子
等
の
看
護
休
暇
】
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
勤
務
環
境

の
整
備
の
必
要
性
が
報
告
で
言

及
さ
れ
た
が
、
休
暇
制
度
の
拡

充
を
求
め
る
組
合
員
の
声
は
大
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10
月
26
日
（
土
）
に
、
気
仙

支
部
青
年
婦
人
部
主
催
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
交
流
会
が
宮
城
県
気
仙

沼
市
の
さ
く
ら
ボ
ウ
ル
で
開
催

さ
れ
た
。
新
採
用
職
員
１
人
を

含
む
計
７
人
が
参
加
し
、
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
３
ゲ
ー
ム

行
っ
た
。

　

交
流
会
で
は
、
久
々
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
と
い
う
参
加
者
も
多

く
、
ガ
タ
ー
を
出
し
て
し
ま
う

こ
と
も
多
々
あ
っ
た
が
、
参
加

者
が
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
っ
た
時

に
は
歓
声
が
あ
が
る
な
ど
、
交

　

中
国
で
は
、
毎
年
12
月
13
日

を
南
京
大
虐
殺
死
難
者
国
家
祭

典
日
に
定
め
、
国
家
が
公
的
祭

祀
活
動
を
挙
行
し
、
南
京
大
虐

殺
期
間
中
の
中
国
人
死
難
者
及

び
帝
国
主
義
日
本
対
中
侵
略
期

間
中
に
侵
略
者
に
虐
殺
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
死
難
者
を
追
悼
し
て

い
る
。

　

２
０
１
４
年
に
初
め
て
挙
行

さ
れ
、
そ
の
際
に
、
習
近
平
中

国
共
産
党
総
書
記
は
祭
典
の
式

場
で
重
要
な
講
話
を
し
た
。

「
我
々
が
南
京
大
虐
殺
の
死
難

者
に
公
的
祭
典
儀
式
を
挙
行
す

る
の
は
、
善
良
な
人
々
一
人
一

人
の
平
和
に
対
す
る
志
向
と
堅

守
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
り
、

恨
み
を
継
続
す
る
た
め
で
は
な

い
。中
日
両
国
の
人
民
は
、代
々

友
好
を
続
け
、
歴
史
の
鑑
と
し

て
未
来
に
向
か
い
、
共
同
で
人

類
の
平
和
の
た
め
に
貢
献
す
べ

き
で
あ
る
。」
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
私
は
、
日
本
軍
か
ら
侵

略
さ
れ
た
事
実
は
歴
史
の
鑑
と

し
て
、
両
国
友
好
の
た
め
に
共

に
手
を
取
り
合
っ
て
い
こ
う

と
、
被
害
を
受
け
た
中
国
か
ら

手
を
差
し
伸
べ
て
き
た
こ
と
に

驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

１　

賃
金
課
題
（
月
例
給
等
）

　

県
人
勧
で
は
、
月
例
給
は
全

世
代
へ
の
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ

た
も
の
の
、
昨
年
度
と
同
様
に

初
任
給
・
若
年
層
に
重
点
を
置

く
改
定
と
な
り
、
長
期
化
す
る

物
価
高
等
で
苦
し
い
生
活
実
態

を
改
善
す
る
に
は
程
遠
い

（
例
：
５
級
97
号
４
，２
０
０

円
に
と
ど
ま
る
）
図
①

　

特
に
中
高
齢
層
職
員

の
勤
務
意
欲
が
持
て
る

賃
金
改
善
策
（
昇
給
・

昇
格
要
件
の
改
善
等
）

と
セ
ッ
ト
で
の
要
求
・

交
渉
を
進
め
る
。
一
時

金
は
国
並
み
改
定
な
こ

と
か
ら
、
勧
告
ど
お
り

の
改
定
を
求
め
る
。

図
①
は
、
県
人
勧
と
お

り
の
改
定
と
な
っ
た
場

合
の
引
上
げ
幅
に
つ
い

て
掲
載
し
て
い
る
。
不

十
分
な
が
ら
も
県
人
勧

と
お
り
の
勧
告
実
現
・

確
実
な
年
内
長
く
支
給

を
強
く
求
め
て
い
く
。

　

初
任
給
格
付
け
に
つ

い
て
は
、
東
北
各
県
の
格
付
け

は
高
卒
１-

９
大
卒
１-

29
に
対

し
、
本
県
は
高
卒
１-

５
大
卒

１-

25
で
あ
り
、
格
付
け
が
東

北
最
下
位
で
、
か
つ
賃
金
水
準

も
東
北
各
県
と
比
べ
低
い
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
格
差
は

明
ら
か
。
人
材
確
保
の
観
点
か

ら
、
早
期
の
初
任
給
の
格
付
け

改
善
、
昇
給
・
昇
格
運
用
の
改

善
を
求
め
る
。

２　

諸
手
当
等
・
休
暇
制
度

【
通
勤
手
当
】
支
給
上
限
額
を

15
万
円
に
引
き
上
げ
、
か
つ
支

給
要
件
を
撤
廃
す
る
改
善
。
パ

ー
ク
＆
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
改

善
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
自
己
負
担
解
消
を
求
め
て

い
く
。

【
寒
冷
地
手
当
】
２
０
２
５
年

４
月
か
ら
大
船
渡
市
を
支
給
地

域
に
加
え
、
か
つ
、
再
任
用
職

員
員
に
も
支
給
対
象
と
す
る
勧

告
も
さ
れ
た
。
一
方
、
宮
古
市

の
う
ち
旧
田
老
町
、
新
里
村
、

川
井
村
を
支
給
地
域
か
ら
除
外

す
る
勧
告
も
さ
れ
た
。
当
該
地

域
の
実
態
を
踏
ま
え
今
後
も
継

続
し
て
全
県
を
支
給
地
域
と
す

る
よ
う
に
強
く
求
め
る
。

【
扶
養
手
当
】
配
偶
者
に
係
る

手
当
の
段
階
的
廃
止
及
び
子
に

係
る
手
当
の
段
階
的
引
上
げ
を

勧
告
（
２
０
２
５
、
２
０
２
６

年
度
の
２
段
階
で
移
行
）
。
子

に
係
る
手
当
の
増
額
は
評
価
で

き
る
が
、
配
偶
者
手
当
の
廃
止

は
「
配
偶
者
の
働
き
方
に
中

立
」
を
大
義
名
分
と
し
た
実
質

的
な
生
活
給
の
切
り
下
げ
だ
。

▲南京大虐殺死難者国家祭典のようす

ス
ト
ラ
イ
ク
で
大
歓
声
！

気仙支部

ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
を
開
催

流
を
深
め
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
。

　

今
回
参
加
し
た
職
員
の
中
に

は
、
気
仙
支
部
に
所
属
し
て
い

る
が
合
同
庁
舎
に
勤
務
し
て
い

な
い
職
員
も
混
ざ
り
、
普
段
接

す
る
機
会
の
な
い
組
合
員
ら
と

の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ま

た
、
新
採
用
職
員
も
最
初
は
緊

張
し
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た

が
、徐
々
に
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
、

楽
し
め
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　

気
仙
支
部
青
婦
部
で
は
、
所

属
を
越
え
た
交
流
や
学
習
の
機

会
を
今
後
も
定
期
的
に
設
け
て

い
き
た
い
。

き
く
、
今
後
、
当
局
と
の
交
渉

に
お
い
て
、
子
等
の
看
護
休
暇

の
取
得
可
能
日
数
の
拡
大
、
取

得
対
象
親
族
の
２
親
等
へ
の
拡

大
、
取
得
要
件
の
緩
和
を
は
じ

め
、
一
層
の
改
善
を
求
め
て
い

く
。

▲ボウリング交流会参加者で記念撮影

第
９
次
侵
略
を

  

心
に
刻
み
語
り
継
ぐ
平
和
の
旅
③

中
央
執
行
委
員
　
須
藤
開

2024確定闘争

全世代 納得のいく賃金改定
闘争課題を共有し全組合員の取り組みを

図①


